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男女共同参画社会の将来像について（検討事項案）

男女共同参画社会とは？

男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野におけ

る活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的社会的及び文化

的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会 （基本法）。

各分野の相互関係、全体としての整合性を考慮具体的な将来像を検討

１．政策・方針決定過程への男女共同参画

◎ 指導的地位に女性が占める割合が２０２０年までに少なくとも３０％程度になる

よう期待される中、指導的立場への女性の参画状況はどうなっていくのか。

・分野別の女性の参画状況（政治、企業、公務、教育、法曹界、メディア、医療等）

○ 政策、方針の立案及び決定への男女共同参画が進まない場合の社会的影響 等

２．雇用・就労

◎ 雇用慣行・制度がどのように変わっていくのか。

・終身雇用、年功序列制度、再就職時の年齢制限、雇用上の差別、賃金格差、コー

ス別雇用管理、正社員・パート制度、短時間正社員制度、テレワーク等

○ 起業、経営等への女性の参画

○ 女性の就労が増えない場合の社会的影響 等

３．家庭・両立

◎ 他の活動との両立は進んでいくのか （育児・介護支援、家庭活動の共同参画等）。

○ 個人単位の社会制度の実現状況（年金、税制、法制度等）

○ 男女共同参画社会の形成と少子化、非婚・晩婚化、子どもの健全育成、離婚等との

論点について

○ 社会の構成員（自己選択・自己責任・相互支援を担い、他者とのかかわりの中で自

己実現を図る社会的に自立した個人 、高齢者男女の資産形成 等）

４．その他の分野

○ コミュニティ（都市、農山漁村、地域）における男女共同参画

○ メディアの中での男女共同参画

○ 自立の意識を育み、多様な選択を可能にする教育・学習

○ 多様な視点(生まれ育つ子ども、介護される高齢者等）から見た男女共同参画

○ セクシュアル・ハラスメント、配偶者暴力等の人権問題への取組等

５．男女共同参画社会の形成を支える技術・サービス

○ 介護・掃除等のロボット、ネットワーク等の技術開発

○ 家事、保育、介護等のサービスの提供



（検討のスケジュール）

９月 ○アンケート項目について

○「家庭」の将来像について

○家庭に関する有識者ヒアリング

月～ 月 ○アンケート結果について10 11

○「政策・方針決定への参画」分野の将来像について

月 ○中間取りまとめ12

１月 ○雇用分野の将来像について

○雇用に関する有識者ヒアリング

２月 ○その他の分野の将来像について

○報告書案について

３月 ○報告書案について


